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HESS J1731-347 は TeVγ線で輝く超新星残骸 (SNR)である (H.E.S.S. Collaboration et al. 2011)。TeVγ
線・シンクロトロンX線・電波連続波においてシェル状分布を示し、同様の特徴を持つ２つのTeVγ線 SNR RX
J1713.7-3946、RX J0852.0-4622 との類似性が注目されている (e.g.,Aharonian et al. 2006,2007)。SNRにおけ
る宇宙線陽子加速機構を明らかするには、衝撃波面と相互作用する星間雲を特定しγ線放射機構を検証すること
が重要となる (e.g., Fukui et al.2012; Inoue et al.2012)。
我々は 12CO(J=1-0)およびHIの解析から星間陽子とγ線強度分布との比較を行い、星間陽子の少ないシェル

南部のγ線放射がハドロン起源のみでは十分に説明できないこと、また一方でシンクロトロン放射を示す X線、
電波連続波の強度分布が分子雲の強度ピーク周辺および星間陽子の少ない南部シェルにおいて広がっていること
を明らかにした (2012年秋季大会)。この結果は宇宙線電子によるレプトニック起源のγ線放射が、低密度・低磁
場領域において寄与している可能性を示唆している。
星間陽子分布とシンクロトロン放射分布の位置関係をより明確にするため、我々はATCAを用いて 1.4GHz電

波連続波を 30”の空間分解能で観測し、電波シェルの詳細分布を明らかにした。本講演では、その結果を示すと
ともにレプトニックγ線放射の可能性について議論する。


